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一：能山の生活よ

　　　　　　　　　　　會員
てんどう　　ほし　　みくら

天堂の星の御座は嚴かに
　いかつ　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

　宙芸のと穿うける踏む

球蓋にどよめく山の夜嵐に

　かそけくふるふ遠き宇宙よ

涙せる君が瞳に通ひたる

　南の星の早く沈む夜

うたかたの命思はす衰へし

　　　　　　　しエた
　弱き燈iの星を傷める

近江路・に二道光の斜なり

　　　　　　か
　漁る曳星を描きつ明かしノぬ
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　　　　　　り一
へい　　だ　　の

李田野　適

　　孜：もすがら守りし幌班に沈みゆく

　　　星癒しみしばし動かす

　　た㌧づめる朝の蕗窒にほのかなる

　　　　　　　ポ　こち
　　　霧海深き遍江のかね

　　計算に倦みて物憂く天球儀

　　　　　　コナコ
　　　指にて駆せばくるくるとまふ

　　薄聾る月の今育はとく簑んと

　　　　　　　　くひな
　　　枕につけば水鶏きてなく

　　爆笑の夜の集ひの雨曇をば

　　　富山しげく彊漏すぎゆく

　　　　　　　　　星座’躯唄函‘妾やシ・リウス”

　　　　　　　　　　　　星　麿　小　唄一
　　ノラハナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　

L櫻花油く彌主の室に　　　　3．スヰ1トハ1トの頭のS字
　　　　　　　　ツヤスガク
　　天津乙女の　艶姿　　　　　　　　　瀦を　さそりの　アンタレス

　　ロい光の　ス．ピカを守る　　　　　　燃ゆる焔に．焦れた沁の

　　金の牧夫座　ア1クトウル　　i　　射手が怨めし　キユ1ピツド。

2一継ぬ・マンス鋤ゆ邊り14・冬も暖か炬脚・炭火
人もうらやむ七夕の　i赤い牛の眼・・レデバラ・

　　璃。護の樂しい吾り　…　君のおそばにオリオ・ならば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワタシ
　　・ノエガと　わし座のアルタイル．　　　妾やシリウス　＋編を．

シリウスの光輝は私にとりまして幸騙です．希望の光です・
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